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1大学における女子学生の体力の現状と特性（8）
―JWU の 2006 年から 2015 年までの体力測定結果―
The present conditions and characteristics of physical fitness  
of female students in university (8):   





［Abstract］ The purpose of this study was to examine the changes in the physique and physical 
fitness of female university students for ten years.  The number of the subjects were 2900 female 
students （mean age=18.3yrs）, participated in the physical fitness test program as a part of physi-
cal education courses. The test consisted of 4 items regarding health-related physical fitness.  
The health-related physical fitness factor was composed of grip strength, sit up, sit and reach, 
and 20-m shuttle run components.  And the height, body weight, body mass index （BMI） and 
body fat were also the test items of the health-related physical fitness.  Three main findings were 
found.  1. The frequency of physical activities in a student showed to tendency to be low levels. 
Particularly, current students were low.  2. The mean value of the height was approximately as 
much as nationwide value, but the weight and BMI were obviously higher than the nationwide 
value.  3. Generally, the health-related physical fitness levels of subjects were low and muscular 
strength showed a tendency to be weaker than women of the same age group.  These results sug-
gested that continuation of the physical education is important as the freshmen's education which 
enhance the consciousness about health and physical fitness.
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３．分析方法
体格要素および体力要素については測定項目の平均値、標準偏差を算出し、平均値±標準偏




検定として、等分散が認められる場合には Scheffe の法、等分散が認められない場合には Games-





























2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度
（n=189） （n=327） （n=342） （n=329） （n=290） （n=255） （n=302） （n=295） （n=308） （n=263）
定期的実施者 42.9 16.2 28.9 28.8 29.3 29.4 27.5 20.4 17.9 14.8 











2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度
（n=189） （n=327） （n=342） （n=329） （n=290） （n=255） （n=302） （n=295） （n=308） （n=263）
身長
M 158.7 158.3 158.2 158.7 158.6 158.2 158.2 158.9 158.6 158.5 
SD 4.7 5.2 5.4 5.3 5.3 5.2 4.9 5.4 5.2 5.2 
全国平均 158.8 158.4 158.8 158.5 158.8 158.0 158.0 158.7 157.6 158.2 
t値 -0.28 -0.15 -2.21 0.86 -0.53 0.56 0.80 0.79 3.38 1.00







年度 : t=3.10、p=.00; 2007年度 : t=3.00、p=.00; 2009年度 : t=4.77、p=.00; 2010年度 : t=2.59、p=.01; 




2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度
（n=189） （n=327） （n=342） （n=329） （n=290） （n=255） （n=302） （n=295） （n=308） （n=263）
体重
M 52.9 52.5 52.1 52.7 52.7 52.4 51.6 53.1 51.8 52.4 
SD 6.9 6.9 6.1 6.7 6.7 7.0 6.1 7.8 6.7 6.6 
全国平均 51.4 51.4 51.7 50.9 51.6 50.9 50.3 50.9 50.9 50.6 
t値 3.1０ 3.00 1.14 4.77 2.59 3.56 3.96 4.80 2.45 4.24









（2006年度 : t=3.39、p=.00; 2007年度 : t=3.37、p=.00; 2008年度 : t=2.57、p=.01; 2009年度 : t=4.72、
p=.00; 2010 年 度 : t=3.05、p=.00; 2011 年 度 : t=3.46、p=.00; 2012 年 度 : t=4.02、p=.00; 2013 年 度 : 





2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度
（n=189） （n=327） （n=342） （n=329） （n=290） （n=255） （n=302） （n=295） （n=308） （n=263）
BMI
M 21.0 20.9 20.8 20.9 20.9 21.0 20.6 21.0 20.6 20.8 
SD 2.6 2.3 2.2 2.4 2.5 2.7 2.1 2.7 2.5 2.5 
全国平均 20.4 20.5 20.5 20.3 20.5 20.4 20.1 20.2 20.5 20.2 
t値 3.39 3.37 2.57 4.72 3.05 3.46 4.02 4.93 0.79 3.95















2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度
（n=189） （n=327） （n=342） （n=329） （n=290） （n=255） （n=302） （n=295） （n=308） （n=263）
やせ 11.1 10.7 12.0 11.9 12.8 16.5 13.6 12.2 18.2 17.5 
肥満 6.3 5.2 4.1 4.6 7.2 7.5 4.0 7.8 4.5 6.5 
（4） 体脂肪率
表6に体脂肪率の経年変化を示した。23.8% から26.6% の範囲で推移しており、2006年度から










2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度
（n=189） （n=327） （n=342） （n=329） （n=290） （n=255） （n=302） （n=295） （n=308） （n=263）
体脂肪率
M 24.8 24.5 24.1 23.8 24.9 24.5 24.3 25.1 24.8 26.6







いてもすべての年度で有意に低い値を示し（2006年度 : t=-4.49、p=.00; 2007年度 : t=-3.61、p=.00; 
2008年 度 : t=-9.26、p=.00; 2009年 度 : t=-12.45、p=.00; 2010年 度 : t=-9.27、p=.00; 2011年 度 : t=-
8.18、p=.00; 2012年度: t=-10.33、p=.00; 2013年度: t=-10.53、p=.00; 2014年度: t=-7.57、p=.00;  2015
年度: t=-10.43、p=.00）、総じて低い水準で低下する傾向にあると解釈された。
表７．握力の経年変化（kg）と全国平均との比較
2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度
（n=189） （n=327） （n=342） （n=329） （n=290） （n=255） （n=302） （n=295） （n=308） （n=263）
握力
M 25.8 25.6 25.0 24.6 24.6 24.5 24.1 24.2 24.6 23.7 
SD 4.4 4.4 4.3 4.2 4.2 4.0 4.3 4.2 4.3 4.6 
全国平均 27.2 26.5 27.2 27.5 26.9 26.6 26.7 26.8 26.4 26.7 
t値 -4.49 -3.61 -9.26 -12.45 -9.27 -8.18 -10.33 -10.53 -7.57 -10.43
p * p<.05 * p<.05 * p<.05 * p<.05 * p<.05 * p<.05 * p<.05 * p<.05 * p<.05 * p<.05





ずれの年度も低い値を示し、2009年度を除いて有意差が認められた（2006年度 : t=-2.32、p=.02; 
2007年度: t=-5.48、p=.00; 2008年度: t=-6.43、p=.00; 2010年度: t=-5.00、p=.00; 2011年度: t=-6.58、
p=.00; 2012年度 : t=-6.78、p=.00; 2013年度 : t=-8.13、p=.00; 2014年度 : t=-5.67、p=.00;  2015年度 : 
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t=-5.13、p=.00）。したがって、上体起こしについては、低い水準で一定していると解釈された。
表８．上体起こしの経年変化（回）と全国平均との比較
2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度
（n=189） （n=327） （n=342） （n=329） （n=290） （n=255） （n=302） （n=295） （n=308） （n=263）
上体
起こし
M 21.5 21.7 21.6 22.1 21.2 20.9 21.5 21.5 21.5 21.4 
SD 4.4 4.4 4.3 4.2 4.2 4.0 4.3 4.2 4.3 4.6 
全国平均 22.3 23.3 23.4 22.6 23.0 23.2 23.8 24.0 23.3 23.4 
t値 -2.32 -5.48 -6.43 -1.49 -5.00 -6.58 -6.78 -8.13 -5.67 -5.13
p * p<.05 * p<.05 * p<.05 n.s. * p<.05 * p<.05 * p<.05 * p<.05 * p<.05 * p<.05












2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度
（n=189） （n=327） （n=342） （n=329） （n=290） （n=255） （n=302） （n=295） （n=308） （n=263）
長座
体前屈
M 47.8 49.8 47.2 48.0 48.5 47.9 47.7 47.5 48.9 46.3 
SD 9.9 9.7 10.1 10.2 10.7 9.3 8.9 9.3 10.0 10.0 
全国平均 48.4 49.2 50.0 49.1 49.1 48.2 49.0 48.6 47.8 48.1 
t値 -0.83 1.13 -5.05 -1.95 -1.01 -0.62 -2.60 -2.08 1.84 -2.85







較では、いずれの年度も有意に低い値を示した（2006年度 : t=-12.41、p=.00; 2007年度 : t=-5.49、
p=.00; 2008年度 : t=-12.03、p=.00; 2009年度 : t=-3.13、p=.00; 2010年度 : t=-5.93、p=.00; 2011年度 : 




2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度
（n=189） （n=327） （n=342） （n=329） （n=290） （n=255） （n=302） （n=295） （n=308） （n=263）
20mシャ
トルラン
M 39.9 44.2 41.0 43.3 43.9 41.5 44.5 44.1 42.7 43.0 
SD 11.6 13.5 12.7 14.3 14.6 13.2 14.1 13.5 13.4 13.0 
全国平均 50.4 48.3 49.3 45.8 49.0 48.4 50.6 48.7 44.4 50.1 
t値 -12.41 -5.49 -12.04 -3.13 -5.93 -8.37 -7.51 -5.90 -2.30 -8.76











2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度
（n=189） （n=327） （n=342） （n=329） （n=290） （n=255） （n=302） （n=295） （n=308） （n=263）
合計得点
M 24.2 25.2 24.1 24.5 24.3 23.7 24.1 24.0 24.4 23.5 






1． 事例校における対象者は、ここ 10 年間で運動・スポーツの定期的実践者の割合が低下す
る傾向にあり、一方で、非実践者の割合は増加する傾向にあった。入学直後の測定である
ことを考慮しても運動・スポーツの実施頻度は極めて低いレベルにあると推測された。
2． 対象者の体格的特徴は、身長は全国平均に近い値でほぼ一定の推移、体重と BMI につい
ては全国平均を上回る水準で一定の推移、体脂肪率は標準域の範囲で推移しているものの
2015 年度にはその上限に近い値を示した。
3． BMI を基準としたやせの出現率は 2014 年度を境にして高くなる傾向を示し、2014 年度、
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注
1）
 「
体
脂
肪
率
（
B
I法
）」
お
よ
び
「
基
礎
代
謝
量
」
は
オ
ム
ロ
ン
社
の
体
重
体
組
成
計
（
H
B
F
-3
59
）に
よ
り
測
定
注
2）
 「
基
礎
代
謝
量
」
の
測
定
は
20
07
年
度
か
ら
対
象
者
の
任
意
項
目
と
し
て
実
施
　
　
　
20
07
年
度
: n
=
32
3，
20
08
年
度
: n
=
33
2，
20
09
年
度
: n
=
34
1，
20
10
年
度
: n
=
28
7，
20
11
年
度
: n
=
25
2，
20
12
年
度
: n
=
28
，
20
13
年
度
: n
=
28
3，
20
14
年
度
: n
=
29
9，
20
15
年
度
: n
=
26
1
注
3）
　
20
13
年
度
よ
り
「
握
力
」「
上
体
起
こ
し
」「
長
座
位
体
前
屈
」「
20
m
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
」
の
4種
目
を
測
定
，
得
点
化
の
判
定
基
準
は
文
部
科
学
省
（
20
01
）に
よ
る
。
